
白浜温泉に来ています！ホテル古賀  

通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分

 ・ 夕方からは明るい服装と反射材を着けましょう
 ・ 道路を横断する際は必ず止まって左右を確認しましょう
 ・ 道路の斜め横断は絶対しない
 ・ 高齢者の夜間外出は控えましょう
 ・ 高齢者に優しい３Ｓ（スリーエス）運動を心がけましょう
 ・ 全席シートベルトを着用しましょう

生活環境課交通対策係 　　　（２３）８８３２
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 ・ 高齢者に優しい３Ｓ（スリーエス）運動を心がけましょう
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生活環境課交通対策係 　　　（２３）８８３２
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大
田
原
市
総
合
計
画
｢新
大
田
原
レ
イ

ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
｣後
期
基
本
計
画
案
に
つ

い
て
意
見
公
募
(パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
)

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
生
活
環
境
の
向
上

に
関
す
る
要
望
な
ど
計
17
件
の
ご
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
の
内
容
と
、
そ
れ

に
対
す
る
市
の
方
針
を
次
の
方
法
で
公
表

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
公
表
方
法

①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.

　
　

tochigi.jp

②
政
策
推
進
課
(大
田
原
地
域
職
業
訓
練

　

セ
ン
タ
ー
内
)、
湯
津
上
支
所
、
黒
羽

　

支
所
お
よ
び
各
地
区
公
民
館

※
各
施
設
で
の
閲
覧
時
間
は
土
・
日
・
祝

　

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

　

時
15
分
ま
で

●
公
表
期
間

　

２
月
１
日
(水
)か
ら
２
月
29
日
(水
)ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
政
策
企
画
係

　
　
　

(２
３
)８
７
０
１

　

市
で
は
、
市
民
総
参
加
に
よ
る
子
育
て

環
境
向
上
の
た
め
、
平
成
19
年
10
月
１
日

か
ら
｢子
育
て
支
援
券
(通
称  

子
育
て
チ
ケ

ッ
ト
)｣事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
改
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
事
業
内
容

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
大
田
原
市

　

金
券
制
度
は
、
市
内
の
消
費
拡
大
に
よ
る

　

経
済
効
果
お
よ
び
景
気
の
浮
揚
を
図
る
こ

　

と
を
目
的
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い

　

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
は
、
こ
れ
に
加
え
て

　

子
育
て
支
援
な
ど
の
社
会
貢
献
を
お
願

　

い
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
を
使

　

用
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
市
の
子
育
て
支
援

　

の
資
金
が
増
え
て
い
く
制
度
と
な
っ
て
い

　

ま
す
。
皆
さ
ん
が
使
用
し
た
子
育
て
チ
ケ

　

ッ
ト
を
取
扱
店
が
換
金
す
る
際
に
１
％
を

　

手
数
料
と
し
て
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
そ

　

の
手
数
料
を
市
の
子
育
て
支
援
基
金
に
積

　

み
立
て
ま
す
。
市
も
そ
れ
と
同
額
を
同
じ

　

基
金
に
積
み
立
て
ま
す
。

　

積
み
立
て
ら
れ
た
基
金
は
、
市
の
子
育
て

　

支
援
事
業
や
少
子
化
対
策
事
業
な
ど
の
費

　

用
に
充
て
ら
れ
る
も
の
で
、
全
国
的
に
も

　

例
を
見
な
い
と
思
わ
れ
る
制
度
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
少
し
お
手
数
を

　

お
か
け
し
ま
す
が
、
ぜ
ひ
子
育
て
チ
ケ

　

ッ
ト
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
チ
ケ
ッ

　

ト
で
買
い
物
を
す
る
こ
と
で
、
社
会
貢

　

献
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
券
ギ
フ
ト
包
装
に
つ
い
て

　

贈
っ
て
喜
ば
れ
、
贈
ら
れ
て
う
れ
し
い

　

ギ
フ
ト
包
装
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
冠
婚
葬
祭
や
季
節
の
贈
り
も
の
、
お
祝

　

い
事
に
(御
祝
、
内
祝
、
志
)

・
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
の
賞
品
に
(賞
品
、

　

景
品
、
参
加
賞
)

・
ち
ょ
っ
と
し
た
御
礼
を
し
た
い
時
に

　

(御
礼
、
謝
礼
）

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
店
の
募
集

　

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
の
取
扱
店
を
募
集
し

　

て
い
ま
す
。
現
在
市
内
で
５
５
８
店
舗

　

の
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

　

ぜ
ひ
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

【
市
の
機
関
】

　

商
工
観
光
課
、
下
水
道
課
、
大
田
原
図

　

書
館
、
湯
津
上
支
所
、
黒
羽
支
所
、
両

　

郷
出
張
所
、
須
賀
川
出
張
所

【
市
の
施
設
と
関
係
団
体
】

　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ

　

い
の
丘
、
道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
、
大

　

田
原
商
工
会
議
所
、
湯
津
上
商
工
会
、

　

黒
羽
商
工
会

【
取
次
ぎ
販
売
】

　

市
立
保
育
園
、
各
地
区
公
民
館

●
Ｑ
＆
Ａ

　

子
育
て
支
援
券
の
種
類
は
？

　

１
０
０
０
円
券
と
１
０
０
０
０
円
券
の

　

２
種
類
と
な
り
ま
す
。

　

つ
り
銭
は
出
ま
す
か
？

　

つ
り
銭
は
出
さ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

　

す
。
買
い
物
金
額
が
１
０
０
０
円
未
満
の

　

時
は
現
金
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
(子
育

　

て
チ
ケ
ッ
ト
の
裏
面
に
明
記
)

　

旧
金
券
(５
０
０
円
券
)の
使
用
期
限
が
、

　

発
行
日
か
ら
１
年
以
内
と
な
っ
て
い
ま

　

す
が
？

　

使
用
期
限
は
流
通
を
促
す
た
め
設
定
さ

　

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
運
用
規
程
に

　

よ
り
１
年
を
過
ぎ
て
も
使
用
お
よ
び
換

　

金
で
き
ま
す
。
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。

　

新
た
に
取
扱
店
と
な
り
た
い
の
で
す
が
？

　

商
工
観
光
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
ご
説
明
に
参
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係

　
　
　

(２
３
)８
７
０
９

大
田
原
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

案
に
関
す
る
意
見
公
募
(パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
)の
結
果
の
公
表
に
つ

い
て

子
育
て
支
援
券
(子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
)

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

〜
子
育
て
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
し
ょ
う
〜

ＱA

ＱA

A ＱAＱ

買い物
チケット
取扱店舗換金申請手数料

100円
市役所

子育て支援基
金に積立て

少子化対策、
子育て支援事
業等の費用に
充当

子育てチケ
ット使用
(10,000円)

換金9,900円一般会計
から手数
料相当分
100円

子育てチケット
利用額の２％分

大田原市子育て支援券(子育てチケット)の使用イメージ

例

(100円は手数料と
して市に納付)
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シ
リ
ー
ズ
で
教
育
委
員
会
の
事
務
事
業

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
公
民
館
の
活
動
状
況
に
つ
い

て
、紹
介
し
ま
す
。

　

大
田
原
市
の
公
民
館
は
中
央
公
民
館
と

地
区
公
民
館
11
館
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
運
営
審
議
会
、
地
区
公
民
館
の

連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
、
公
民
活
動
の

推
進
、
公
民
館
活
動
推
進
員
(自
治
公
民
館

長
)の
委
嘱
、
大
田
原
市
自
治
公
民
館
連
絡

協
議
会
の
指
導
育
成
、
自
治
公
民
館
建
設

費
補
助
等
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

成
人
式
、
市
民
憲
章
推
進
大
会
、
体
育
事

業
(ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
事
業
、
市
子
供

会
育
成
会
な
ど
の
事
業
も
中
央
公
民
館
の

仕
事
で
す
。

　

地
域
の
社
会
教
育
施
設
と
し
て
、
地
域

住
民
の
生
活
文
化
の
向
上
と
地
域
連
帯
感

を
高
め
て
地
域
づ
く
り
を
す
る
拠
点
で
す
。

基
本
的
に
地
区
公
民
館
に
は
館
長
(市
職

員
)・
社
会
教
育
指
導
員
(非
常
勤
職
員
)・

管
理
人
(非
常
勤
職
員
)が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
主
的
な
学
習
活

動
を
通
じ
て
、
自
己
実
現
を
図
る
た
め
の

機
会
と
情
報
・
条
件
整
備
、
日
常
生
活
圏

に
お
け
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
学
習

や
交
流
活
動
の
場
と
し
て
機
能
で
き
る
条

件
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
地
区
公
民
館
の
紹
介

※

今
回
は
11
館
の
う
ち
３
館
を
紹
介
し
、

　

残
り
８
館
は
４
月
１
日
号
で
紹
介
し
ま

　

す
。

○
大
田
原
東
地
区
公
民
館

　

(若
草
１
‐
１
２
８
７
‐
１
)

　
　
　

(２
４
）２
７
７
７

○
大
田
原
西
地
区
公
民
館

　

(浅
香
３
‐
３
５
７
８
‐
７
４
７
)

　
　
　

(２
３
)８
７
１
９

○
金
田
北
地
区
公
民
館

　

(市
野
沢
１
９
８
８
‐
１
)

　
　
　

(２
３
)３
２
５
３

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
中
央
公
民
館

　
　
　
（
９
８
)７
０
８
０

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
の
流
出
に
よ
る

農
畜
産
物
損
害
の
賠
償
に
は
「
被
害
の
申

し
出
」
が
必
要
で
す
。

●
対
象
と
な
る
被
害
内
容

・
農
畜
産
物
の
出
荷
停
止
お
よ
び
出
荷
自

　

粛
に
よ
る
場
合

・
風
評
被
害
な
ど
に
よ
り
価
格
が
下
落
し

　

た
場
合

※
被
害
額
を
算
定
す
る
た
め
に
は
被
害
を

　

証
明
す
る
資
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｊ
Ａ
・
酪
農
協
・
開
拓
農
協
（
取
り
ま
と

　

め
団
体
）

　

市
農
政
課
農
産
園
芸
係

　
　
　
（
２
３
）８
２
９
２

　

市
農
林
整
備
課
林
業
振
興
係（
き
の
こ
等
）

　
　
　
（
２
３
）８
１
２
６

　

那
須
農
業
振
興
事
務
所

　
　
　
（
２
３
）２
１
５
１

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
が
れ
き
類
の
受

け
入
れ
を
２
月
25
日
（
土
）
ま
で
延
長
し
ま

す
。

　

搬
入
の
際
に
は
許
可
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
生
活
環
境
課
へ
申
請

の
う
え
、指
定
日
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
以
降
の
延
長
の
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
目
の
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
申
請
期
間
　
２
月
24
日
（
金
）
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

●
申
請
場
所

　

生
活
環
境
課
（
本
庁
舎
北
側
別
棟
１
階
）

●
提
出
書
類

・
災
害
が
れ
き
類
持
込
み
申
請
書
（
搬
入

　

量
、
搬
入
方
法
を
確
認
し
ま
す
）

・
り
災
証
明
書
の
原
本
（
家
屋
の
場
合
）

・
被
災
写
真
（
全
景
、
申
請
す
る
被
災
部
分
）

※
申
請
書
類
を
審
査
後
、
当
日
許
可
書
を

　

交
付
し
ま
す
。

●
受
入
期
間
　
２
月
８
日（
水
）・
11
日（
土
）・

　

22
日（
水
）・
25
日（
土
）

　

い
ず
れ
も
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
受
入
場
所
　
サ
イ
プ
レ
ス
ニ
ュ
ー
タ
ウ

　

ン
南
側
（
桧
木
沢
）

●
受
入
物
件　

石
（
大
谷
石
な
ど
）
、
瓦
、

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
木
材

※
許
可
書
の
提
示
が
無
い
場
合
は
受
け
入

　

れ
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

施設 (平成４年建築 )
多目的ホール、第１・２会議室、
和室、調理室、談話コーナー

勤労者総合福祉センター内
(東日本大震災のため移転中)

施設 (平成 15年建築 )
多目的ホール、第１・２・３会議室、
調理室、ロビー、グラウンドゴル
フ場、ゲートボール場２面

農
畜
産
物
損
害
の
賠
償

災
害
が
れ
き
類
の
受
け
入
れ

を
延
長

教
育
委
員
会
だ
よ
り 

⑤

教
育
委
員
会
だ
よ
り 

⑤

公
民
館
の
活
動
状
況

公
民
館
の
活
動
状
況

地
区
公
民
館

中
央
公
民
館
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市
民
税
・
県
民
税
は
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
に
身
近
な
か
か
わ
り
を
も
つ
県
や
市

の
仕
事
の
た
め
の
費
用
を
、
住
民
が
そ
の

負
担
能
力
(所
得
)に
応
じ
て
分
担
し
合
う

と
い
う
性
格
の
税
金
で
す
。

　

申
告
の
必
要
な
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
所
得
を
申
告
し
、
所
得
に
応
じ
た
税

負
担
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
す
べ
て

の
方
の
課
税
の
公
平
性
を
維
持
す
る
た
め

に
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思

わ
れ
る
方
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
か
ら
通

知
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
通
知
を
受
け
て

い
な
く
て
も
次
の
よ
う
な
方
は
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
１
月
１
日
に
大
田
原
市
に
住

所
が
あ
り
、

○
平
成
23
年
中
に
事
業
所
得
や
地
代
・
家

　

賃
な
ど
の
不
動
産
所
得
、
土
地
な
ど
の

　

譲
渡
所
得
、
そ
の
他
所
得
が
あ
っ
た
方
。

○
給
与
所
得
が
あ
る
方
で
、
｢給
与
支
払

　

報
告
書
｣が
勤
務
先
か
ら
市
税
務
課
に

　

送
付
さ
れ
て
い
な
い
方
(勤
務
先
に
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
)や
平
成
23
年
中
に
退

　

職
し
た
方
。

○
給
与
所
得
の
み
で
、
雑
損
控
除
、
医
療

　

費
控
除
、
寄
附
金
控
除
を
受
け
よ
う
と

　

す
る
方

○
年
金
所
得
の
み
で
、
人
的
控
除
以
外
の

　

控
除
(社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険

　

料
控
除
、
医
療
費
控
除
な
ど
)を
受
け

　

よ
う
と
す
る
方

○
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

○
昨
年
の
所
得
が
年
末
調
整
を
し
た
給
与

　

所
得
の
み
の
方

○
昨
年
の
所
得
が
年
金
所
得
の
み
の
方

　

(人
的
控
除
以
外
の
控
除
を
受
け
よ
う

　

と
す
る
方
を
除
く
)

※
給
与
所
得
、
年
金
所
得
と
も
に
、
給
与

　

支
払
者
ま
た
は
年
金
保
険
者
か
ら
給
与
、

　

年
金
支
払
報
告
書
が
市
に
届
い
て
い
る

　

場
合
に
限
り
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
、
保
育
園
の
入
園
な
ど

　

の
手
続
き
を
す
る
方
や
、
市
営
住
宅
に

　

入
居
し
て
い
る
方
は
、
所
得
の
状
況
を

　

示
し
た
各
種
証
明
書
の
提
出
が
必
要
に

　

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
証
明
書
の
交
付

　

を
受
け
る
た
め
に
は
申
告
し
て
あ
る
こ

　

と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
の
免
除
申
請
、
国
民

　

健
康
保
険
加
入
者
の
保
険
税
の
軽
減
を

　

判
定
す
る
際
に
も
申
告
を
し
て
あ
る
こ

　

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
必
ず
申
告
し

　

て
く
だ
さ
い
。

○
申
告
書
(申
告
会
場
に
も
用
意
し
て
あ

　

り
ま
す
)

○
印
鑑
お
よ
び
預
金
通
帳
(口
座
番
号
が

　

確
認
で
き
る
も
の
。
所
得
税
が
還
付
に

　

な
る
場
合
必
要
と
な
り
ま
す
)

○
源
泉
徴
収
票
(原
本
。
写
し
は
不
可
)

○
所
得
金
額
が
分
か
る
書
類
(給
与
支
払

　

証
明
書
・
収
支
内
訳
書
な
ど
)

○
所
得
控
除
を
受
け
る
た
め
の
書
類
(生

　

命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
・
旧
長
期
損

　

害
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

　

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

　

国
民
年
金
保
険
料
・
身
体
障
害
者
手

　

帳
・
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
証

　

明
書
)

○
不
動
産
所
得
が
あ
る
方
は
、
固
定
資
産

　

税
の
課
税
明
細
書
ま
た
は
市
税
務
課
発

　

行
の
申
告
用
名
寄
公
課
資
料
(無
料
)な
ど

○
医
療
費
控
除
に
は
、
要
介
護
認
定
を
受

　

け
た
方
が
一
定
の
施
設
・
居
宅
サ
ー
ビ

　

ス
を
利
用
し
た
と
き
の
自
己
負
担
も
含

　

ま
れ
ま
す
。
控
除
を
受
け
る
と
き
は
領

　

収
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

○
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

　

事
前
準
備
と
し
て
、
領
収
書
な
ど
で
そ

　

の
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
総
額
を
計

　

算
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

○
市
税
務
課
や
各
支
所
の
窓
口
で
は
申
告

　

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
指
定
会
場
で

　

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。(た
だ
し
、
収
入

　

の
な
い
方
の
申
告
を
除
く
)

○
受
付
時
間

　

午
前
の
部　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

午
後
の
部　

午
後
１
時
〜
４
時

○
混
雑
を
軽
減
す
る
た
め
、
次
ペ
ー
ジ
の
表

　

の
と
お
り
受
付
日
と
会
場
を
指
定
し
ま
し

　

た
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
順
番
は
申
告
内
容
に
よ
り
変
更
に
な
る

　

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

　

さ
い
。

○
事
前
に
収
支
内
容
を
ま
と
め
て
お
持
ち

　

く
だ
さ
い
。
収
支
内
容
を
ま
と
め
て
い

　

な
い
と
、
実
際
に
か
か
っ
た
経
費
も
必

　

要
経
費
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
な

　

く
な
り
、
思
い
が
け
な
い
課
税
が
発
生

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

　

記
帳
す
る
よ
う
心
が
け
、
ス
ム
ー
ズ
に

　

申
告
が
で
き
る
よ
う
事
前
準
備
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

○
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

・
収
支
内
容
を
ま
と
め
た
ノ
ー
ト

・
根
拠
と
な
る
領
収
書
(レ
シ
ー
ト
も
可
)

・
米
等
農
産
物
な
ど
の
販
売
数
量
、
販
売

　

金
額
が
記
載
し
て
あ
る
明
細

・
農
業
に
関
す
る
交
付
金
・
助
成
金
な
ど

　

の
通
知

・
通
帳
(平
成
23
年
１
月
〜
12
月
ま
で
の

　

取
引
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

・
取
得
価
格
が
10
万
円
以
上
の
農
業
用
資

　

産
を
事
業
用
と
し
て
新
た
に
取
得
し
た

　

り
他
か
ら
転
用
し
た
方
は
、
減
価
償
却

　

の
方
法
に
よ
り
経
費
計
上
す
る
こ
と
と

　

な
り
ま
す
の
で
、
農
機
具
な
ど
の
名
称
、

　

取
得
年
月
、
取
得
価
格
を
確
認
し
て
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。
(農
業
用
資
産
を
廃

　

棄
し
た
場
合
は
廃
棄
年
月
を
確
認
し
て

　

お
い
て
く
だ
さ
い
。
)

○
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
は
あ
く

　

ま
で
農
業
を
す
る
う
え
で
負
担
し
た
も

　

の
の
み
で
す
。
毎
年
、
家
庭
用
で
支
払

市
民
税
・
県
民
税
申
告
の
ご
案
内

申
告
期
間
は
２
月
14
日（
火
）〜
３
月
15
日（
木
）

申
告
が
必
要
な
方

申
告
が
不
要
な
方

そ
の
他
申
告
が
必
要
な
場
合

申
告
に
必
要
な
書
類

申
告
す
る
と
き
の
注
意
事
項

農
業
所
得
を
申
告
す
る
と
き

申 告 書
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っ
た
も
の
を
含
め
て
経
費
計
上
す
る
方

　

も
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
農
地
を
す
べ
て
貸
付
、
小
作
料
と
し
て

　

現
金
や
お
米
で
受
け
取
る
場
合
は
、
農

　

業
所
得
で
は
な
く
｢不
動
産
所
得
｣と
し

　

て
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場

　

合
、
貸
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税
や
土

　

地
改
良
費
を
負
担
し
て
い
れ
ば
経
費
と

　

な
り
ま
す
。

　

収
入
の
な
い
方
で
申
告
書
を
自
書
す
る

こ
と
が
で
き
る
方
は
、
申
告
書
に
必
要
事

項
を
記
入
押
印
し
て
申
告
会
場
や
市
税
務

課
窓
口
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵

送
に
て
市
税
務
課
に
送
付
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。申
告
会
場
で
順
番
待

ち
を
す
る
手
間
が
省
け
て
大
変
便
利
で
す
。

会
場
の
混
雑
の
軽
減
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
年
少
扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養
控
除
が

　

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、
扶
養

　

控
除
の
対
象
と
な
る
扶
養
親
族
は
年
齢

　

16
歳
以
上
の
扶
養
親
族
と
な
り
ま
し
た
。

○
年
齢
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
者
に
対
す

　

る
扶
養
控
除
に
つ
い
て
は
、
上
乗
せ
部

　

分
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、

　

特
定
扶
養
親
族
の
範
囲
が
、
扶
養
親
族

　

の
う
ち
年
齢
19
以
上
23
歳
未
満
の
扶
養

　

親
族
と
な
り
ま
し
た
。

○
上
場
株
式
な
ど
の
配
当
お
よ
び
譲
渡
所

　

得
な
ど
に
対
す
る
３
％
軽
減
税
率
(市

　

民
税
１
・
８
％
、
県
民
税
１
・
２
％
)の

　

特
例
が
平
成
25
年
12
月
31
日
ま
で
延
長

　

と
な
り
ま
し
た
。

○
寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用
下
限
が
５
千

　

円
か
ら
２
千
円
に
引
き
下
げ
ら
ま
し
た
。

　

住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た
方

は
雑
損
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

雑
損
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
次
の

書
類
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
被
害
を
受
け
た
資
産
、
取
得
時
期
、
取
得

　

価
格
の
分
か
る
も
の

 

・
被
害
を
受
け
た
家
屋
の
取
得
価
格
が
分

　

か
ら
な
い
場
合
は
、
そ
の
面
積
が
分
か

　

る
も
の

 
・
被
害
を
受
け
た
資
産
の
取
り
壊
し
費
用
、

　

除
去
費
用
、
修
繕
費
用
な
ど
の
分
か
る

　

も
の（
領
収
書
な
ど
）

 

・
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
受
け
取
る

　

保
険
金
な
ど
の
金
額
が
分
か
る
も
の

 

・
必
要
に
応
じ
、
市
か
ら
交
付
を
受
け
た

　
「
り
災
証
明
書
」（
写
し
で
も
可
）

※
雑
損
控
除
の
計
算
は
、
相
当
の
時
間
を

　

要
す
る
た
め
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て

　

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

　

い
し
ま
す
。

○
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
民
税
・
県
民

　

税
申
告
書
の
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

　

き
ま
す
。記
載
例
も
参
照
で
き
ま
す
の

　

で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.tocchigi.jp

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
２
５

収
入
の
な
い
方
の
申
告

東
日
本
大
震
災
に
係
る
雑
損
控
除

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
申
請
書
作
成
な
ど

住
民
税
の
主
な
改
正
事
項

平成 23年分市民税・県民税申告日程表

14日(火）
15日（水）
16日（木）
17日（金）
20日（月）
21日（火）
22日（水）
23日（木）
24日（金）
27日（月）
28日（火）
29日（水）
１日（木）
２日（金）
５日（月）
６日（火）
７日（水）
８日（木）
９日（金）
12日（月）
13日（火）
14日（水）
15日（木）

須佐木
須賀川
川上・南方
北滝
亀久
蛭田
湯津上
湯津上
大輪
両郷・川田
久野又
堀之内
前田
北野上
狭原
佐良土
蛭畑
新宿・片府田
黒羽向町
余瀬
蜂巣
寒井

須賀川･雲岩寺
片田
矢倉・蛭田

湯津上･小船渡
河原
中野内
寺宿･木佐美･大久保
黒羽田町
前田・八塩

佐良土

片府田

大豆田
桧木沢

２　

月

３　

月

午前の部
受付 8:30~11:30

午後の部
受付 13:00~16:00

午後の部
受付 13:00~16:00

午前の部
受付 8:30~11:30会　場受付日

大田原地区 湯津上・黒羽地区

会　場

野崎地区
公民館
※野崎研修
　センター

佐久山地区
公民館

親園地区
公民館
※農村環境
　改善センター

金田北地区
公民館

金田南地区
公民館

大田原東
地区公民館

須賀川
出張所

湯津上支所

両郷出張所
※両郷地区
　コミュニティセンター

下石上・野崎
薄葉・平沢
薄葉
佐久山
佐久山
大神
親園
花園
滝沢・滝岡
中田原
中田原･町島･荒井･岡
市野沢
富池
北金丸
南金丸
倉骨
富士見
紫塚
末広
美原
浅香
若草

上石上

福原
福原・藤沢
親園・荻野目
実取
宇田川

戸野内･練貫･乙連沢
今泉・羽田
小滝
北金丸・奥沢
南金丸･上奥沢･赤瀬
鹿畑・北大和久
山の手・城山
元町・新富町
中央・本町
美原・住吉町
浅香・若松町
若草・加治屋

黒羽支所

湯津上支所

黒羽支所
（昨年の職
業訓練セン
ターから変
更になりま
した） 大田原地区全地区 湯津上・黒羽地区全地区
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総　　合

児童生徒への生活支援
【学習相談員】
　
教員の補助①（小学校理科の
実験・観察の補助）
【理科支援員】
　
外国人児童生徒や保護者への
母語（ポルトガル語）を用い
ての生活支援
【外国人子女相談員】
　　
教員の補助②
（算数・数学の授業の補助）
【算数（数学）支援助手】
　

教員の補助③
（30 人以上在籍の小一小四の
授業と生活指導の補助）
【小一 ( 四 )30 支援助手】
　
介護が必要な児童生徒への介
助
【学校介護助手】

8:30～15:00
（一日5.5時間）
日額 5,500円
（時給1,000円）

週5日、一日4時
間程度
年間800時間程度
（時給1,000円）

8:30～16:30
（一日7.0時間）
日額 11,200円
（時給1,600円）

8:30～15:00
（一日5.5時間）
日額 8,800円
（時給1,600円）

特になし
　

　
教員免許
※中学校の場合
は、数学免許が
望ましい。
　
　
教員免許

介護福祉士、
正・准看護士
免許　など

４月～
　翌年３月
（200日）
※ 更新した
  場合

４月～
　翌年３月
※ 更新した
  場合

４月～
　翌年３月
（200日）
※ 更新した
  場合

市内の小
・中学校

市内の小
学校

市内の小
・中学校

市内の小
学校

技能職

資格職

55名程度

10名程度

２名程度

資格職【Ⅰ】
20名程度

資格職【Ⅱ】
20名程度

資格職【Ⅲ】
若干名

１

２

３

４

５

６

職種
番
号 主な職務内容 募集人員 勤務先

勤務期間
（合計勤務日数）

勤務予定時間
・賃金

必要とする
免許・資格

市内の小
・中学校

市内の小
・中学校

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

　

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、
24
時
間

　

申
告
書
の
作
成
が
可
能
で
す
。

　
（
作
成
し
た
申
告
書
は
印
刷
し
て
郵
送

　

な
ど
で
も
提
出
で
き
ま
す
。）

○
e
‐
t
a
x
な
ら
３
月
15
日
（
木
）ま
で

　

24
時
間
申
告
が
可
能
で
す
。

○
e
‐
t
a
x
を
利
用
し
て
所
得
税
の
確

　

定
申
告
を
す
る
と
、

・
最
高
４
千
円
の
税
額
控
除（
た
だ
し
、
19

　

年
分
か
ら
23
年
分
の
申
告
で
１
回
の
み
）

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
告

・
添
付
書
類
の
提
出
省
略

・
還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

※
e
‐
t
a
x
の
利
用
に
際
し
て
は
、
開

　

始
届
出
書
の
提
出
、
電
子
証
明
書
の
取

　

得
（
手
数
料
が
必
要
で
す
）、
I
C
カ
ー

　

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入
な
ど
の
事
前

　

準
備
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（　

 w
w
w
.nta.go.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ

　

い
。

●
申
告
期
間

・
所
得
税

　

２
月
16
日
（
木
）
〜
３
月
15
日
（
木
）

・
贈
与
税

　

２
月
１
日
（
水
）
〜
３
月
15
日
（
木
）

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

　

４
月
２
日
（
月
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
税
務
署

　
　
　
（
２
２
）３
１
１
５

　

e
‐
t
a
x
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ

　

デ
ス
ク

　
　
　

０
５
７
０
‐
０
１
５
９
０
１

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
の
「
臨
時
職
員
」

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者　

原
則
と
し
て
満
18
歳
か
ら
満

　

60
歳
ま
で
の
方
で
、
市
内
に
住
所
を
有

　

す
る
方

●
募
集
内
容　

下
表
の
と
お
り

●
申
込
期
間
　
２
月
16
日
（
木
）ま
で

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
申
込
方
法

　

申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校
教
育

　

課
（
湯
津
上
庁
舎
内
）に
あ
る
「
所
定
の

　

用
紙
（
登
録
票
）」で
手
続
き
を
し
て
い

　

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
最
終
学
歴
、
職
歴
（
最
近
の
３
カ
所
）
、

　

雇
用
保
険
被
保
険
者
番
号（
過
去（
現

　

在
）
に
加
入
の
場
合
）
、
資
格
・
免
許
な

　

ど
に
つ
い
て
所
定
用
紙
に
ご
記
入
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

・
縦
横
３
㎝
の
顔
写
真
１
枚
が
必
要
と
な

　

り
ま
す
の
で
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
選
考
方
法　

書
類
選
考
し
、
面
接
に
よ

　

り
採
用
し
ま
す
。

・
面
接
期
日　

２
月
27
日
（
月
）

・
面
接
場
所　

湯
津
上
庁
舎

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
（
湯
津
上
庁
舎
）

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
３

市
雇
用
創
出
総
合
対
策
本
部
の
取
り
組
み

市
雇
用
創
出
総
合
対
策
本
部
の
取
り
組
み

教
育
関
係
臨
時
職
員
募
集

教
育
関
係
臨
時
職
員
募
集

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ら
便
利
！

24
時
間
確
定
申
告

【 教育関係臨時職員の募集内容 】

※ 平成23年度までに臨時職員の登録をされた方についても、今回の募集に応募する場合は、必ず上記の期間内
　に、あらためて登録の手続きをする必要があります。
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お知らせ

【
事
例
】

　

５
年
程
前
に
、
出
資
す
る
と
毎
月
配
当

が
受
け
ら
れ
る
と
勧
誘
さ
れ
数
百
万
円
出

資
し
た
が
、
そ
の
後
、
社
長
が
逮
捕
さ
れ
会

社
が
破
綻
し
損
を
し
た
。最
近
に
な
っ
て

そ
の
会
社
の
社
員
か
ら「
差
し
押
さ
え
ら
れ

て
い
た
会
社
の
資
産
が
解
除
に
な
り
、
現

在
、
当
時
の
被
害
者
に
返
金
手
続
き
を
し

て
い
る
。返
金
に
は
我
が
社
の
顧
問
弁
護

士
に
手
続
き
依
頼
が
必
要
、○
○
万
円
振

り
込
ん
で
ほ
し
い
。」と
連
絡
を
受
け
た
。何

と
か
取
り
返
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で

振
り
込
み
に
金
融
機
関
の
窓
口
へ
出
向
い

た
が
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
出
向
く
よ

う
言
わ
れ
た
。ど
う
い
う
事
か
。

《
最
近
類
似
の
相
談
が
大
変
増
え
て
い
ま
す
。》

・
必
ず
値
上
が
り
す
る
と
言
わ
れ
、
ほ
と

　

ん
ど
価
値
の
な
い
原
野
や
山
林
を
高
値

　

で
買
っ
て
し
ま
っ
た
。

・
高
額
の
配
当
が
出
る
な
ど
と
言
わ
れ
、
和

　

牛
の
オ
ー
ナ
ー
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。

・
高
金
利
で
老
後
の
安
定
し
た
収
入
が
得

　

ら
れ
る
定
期
預
金
の
よ
う
な
物
と
勧
誘

　

さ
れ
、
未
公
開
株
や
社
債
、
フ
ァ
ン
ド
を

　

購
入
し
て
し
ま
っ
た
。

　

過
去
に
こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
い
、｢少

し
で
も
お
金
を
取
り
戻
し
た
い
｣と
思
っ

て
い
る
被
害
者
に
対
し
、｢被
害
金
を
取
り

戻
し
て
あ
げ
る
。｣と
言
う
甘
い
罠
を
仕
掛

け
言
葉
巧
み
に
高
額
な
金
銭
を
振
り
込
ま

せ
る
二
次
被
害
が
増
え
て
お
り
、
中
に
は

親
切
を
装
い
自
宅
ま
で
金
銭
を
受
け
取
り

に
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
勧
誘
さ
れ
金
銭
を
振
り
込

ん
で
も
被
害
の
回
復
が
で
き
な
い
ば
か
り

か
、
そ
の
後
も
執
拗
な
勧
誘
と
請
求
を
受

け
続
け
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

実
際
に
被
害
金
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、

受
任
契
約
を
結
び
弁
護
団
に
加
わ
っ
た
り
、

裁
判
所
を
通
し
て
債
権
の
分
配
に
参
加
し

た
り
す
る
な
ど
、
自
分
か
ら
行
動
を
起
こ

す
し
か
救
済
へ
の
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

元
社
員
や
そ
の
関
係
者
な
ど
と
称
し
て
、

消
費
者
の
過
去
の
取
引
情
報
を
知
る
者
が

連
絡
し
、
あ
た
か
も
実
在
す
る
よ
う
な「
協

会
」や「
支
援
団
体
」を
紹
介
し
て
契
約
を
勧

め
る
な
ど
、巧
み
に
信
用
さ
せ
る
手
口
も
見

ら
れ
ま
す
が
、弁
護
士
で
な
い
も
の
が
業
と

し
て
返
金
請
求
な
ど
に
関
与
す
る
こ
と
は
、

法
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

話
の
内
容
が
具
体
的
で
信
用
し
が
ち
で

す
が
、
以
前
に
取
引
し
た
際
の
個
人
情
報

が
流
出
し
て
い
る
恐
れ
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
過
去
に
取
引
が
あ
っ
た
方
は
十
分

注
意
が
必
要
で
す
。

　
「
早
く
し
な
い
と
手
遅
れ
に
な
る
」
な
ど
と

契
約
を
せ
か
さ
れ
て
も
、
業
者
の
セ
ー
ル
ス
ト

ー
ク
を
う
の
み
に
し
、
慌
て
て
お
金
を
払
う
こ

と
は
せ
ず
、
ま
ず
は
家
族
な
ど
の
身
近
な
人
や

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
２
３
）６
２
３
６

《
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
情
報
》

二
次
被
害
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

◆ゆずってほしい

◆ゆずりたい ※有料希望は受け付けません

不用品登録状況（１月６日）

●お母さん・お子さん向け
　野崎幼稚園制服、学習机
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　スチールベッド、エレクトーン、サイドボード
　クロスバイク（健康器具）、シングルベッド
　家具調こたつ、レッグマジック（足用トレーニングマシン）
●その他
　バスケットゴール、雛人形（7段飾り）、
　金太郎人形（ケース入り）、ベンチコート（Lサイズ）

●お母さん・お子さん向け
　抱っこひも、チャイルドシート、ベビーカー、歩行器
　ジュニアベッド、体育着（薄葉小160 ㎝、西原小160cm）
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　ミシン、足踏みミシン、地デジ対応テレビ、自転車
　炊飯ジャー、マッサージチェア、アップライトピアノ
　ノートパソコン、エレキギター
●その他
　人台、犬用介護カート、佐久山の郷土史（愛郷炉談）

◆ゆずりたい
○不用品は修繕などが不要で再利用できるもの。
○展示できる大きさはおおむね、幅および奥行きが 　

　それぞれ 60 ㎝未満、高さ 2m未満としますが、詳
　細はお問い合わせください。
※搬入は各自でお願いします。
○展示できない大きなものや、持ち込みができない
　方は電話で登録をしてください。
◆ゆずってほしい
○展示してあるものはその場で引き取りができます。
○ゆずってほしい物を直接または電話でご登録ください。
●注意事項
○登録情報が一致した場合は、ゆずりたい方の電話
　番号のみをゆずってほしい方にお教えしますの
　で、そのあとは当人同士で交渉を行ってください。
○交渉の成立、不成立にかかわらず、結果を報告して
　ください。その報告をもって交渉成立の場合は登
　録内容を抹消します。
○「無償」としますので金品の要求などはしないでく
　ださい。万が一、金銭トラブルなどが起きた場合で
　も、取引に関し責任は負いません。
○対象は市内在住の個人としますので事業者や法人
　の利用は固くお断りします。
○登録内容の有効期限は登録した翌月から３カ月とし、
　引き続き登録をしたい場合はその旨ご連絡ください。
※太字は展示品になります。

くらし情報館情報くらし情報館情報

「不用品登録」利用方法

■登録先・問い合わせ
　くらし情報館　　（４７）７３７９
　　管理者　大田原市くらしの会
　　場　所　中央１-２-１４　あらまち蔵屋敷内
　　開館日時  ２月３日（金）、６日（月）、９日（木）、11日（土）、
　　　　　　　　15日（水）、19日（日）、22日（水）、27日（月）
    　いずれも午前10時～午後３時
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●
日
　
時　

３
月
８
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
所　

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　

第
一
会
議
室（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
棟
３
階
）

　

宇
都
宮
市
本
町
１
‐
８

●
内
　
容

　

欠
陥
住
宅
を
巡
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

　

紛
争
の
現
状
と
そ
の
対
策
を
紹
介

●
講
　
師　

田
中 

峯
子 

氏（
弁
護
士
）

●
対
象
・
定
員　

約
１
０
０
名

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お

　

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
参
加
料
　
無
料

●
申
込
方
法　

３
月
７
日（
水
）ま
で
に
、
県

　

住
宅
課
企
画
支
援
担
当
ま
で
電
話
で
申

　

し
込
み
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
県
土
整
備
部
住
宅
課
企
画
支
援
担
当

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）２
４
８
３

【
自
動
車
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
へ
】

〜
重
度
障
害
者
介
護
料
支
給
制
度
〜

●
対
象
者
・
支
援
内
容

　

自
動
車
、オ
ー
ト
バ
イ
事
故
に
よ
り
、脳
、

　

脊
髄
、
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
後
遺
障

　

害
の
程
度
が
次
に
該
当
さ
れ
る
方

・
常
時
要
介
護
の
方

　

月
額
５
万
８
５
７
０
円
〜
13
万
６
８
８

　

０
円
支
給

・
随
時
要
介
護
の
方

　

月
額
２
万
９
２
９
０
円
〜
５
万
４
０
０

　

０
円
支
給

【
中
学
生
ま
で
の
交
通
遺
児
の
た
め
に
】

〜
育
成
資
金
貸
付
制
度（
無
利
子
）〜

●
対
象
者
・
支
援
内
容

　

保
護
者
の
方
が
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ

　

事
故
に
遭
わ
れ
て
亡
く
な
ら
れ
た
り
、

　

重
い
後
遺
障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た

　

ご
家
庭
の
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

・
貸
付
金

　

一
時
金　

15
万
５
０
０
０
円

　

月　

額　

２
万
円

　

入
学
支
度
金　

４
万
４
０
０
０
円

※
返
還
方
法
は
卒
業
後
20
年
以
内
の
均
等

　

払
い
。（
高
校
・
大
学
な
ど
へ
進
学
し
た

　

場
合
は
、在
学
期
間
中
返
還
猶
予
）

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

栃
木
支
所
被
害
者
援
護
業
務
担
当

　
　
　

０
２
８（
６
２
２
）９
０
０
１

「
災
害
が
起
き
て
、
地
域
の
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
」

　

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
時
、
地
域
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
顔
が
と
っ
さ

に
思
い
浮
か
び
、「
大
丈
夫
で
す
か
！
」
と

一
軒
一
軒
声
を
か
け
て
ま
わ
っ
て
く
だ
さ

っ
た
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

で
も
…
災
害
の
時
以
外
も
近
所
の
方
を

気
に
か
け
て
い
ま
す
か
。

　

日
ご
ろ
の
地
域
の
つ
な
が
り
や
、「
ふ
く
し
」

に
つ
い
て
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

●
日
　
時

　

３
月
３
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
内
　
容

○
第
１
部　

実
践
報
告

　
「
一
歩
前
へ
！
身
近
な
ふ
・
く
・
し
」

　

市
内
の
福
祉
活
動
実
践
報
告

○
第
２
部　

講
演

・
演
題　
「
わ
た
し
に
も
で
き
る
、地
域
の

　

安
心
づ
く
り
」

・
講
師　

小
林 

雅
彦 

氏
（
国
際
医
療
福
祉

　

大
学
教
授
）

●
対
　
象　

各
福
祉
関
係
団
体
な
ど
、
身

　

近
な
福
祉
活
動
に
関
心
の
あ
る
市
民

※
手
話
通
訳
、  

要
約
筆
記
通
訳
あ
り

●
主
　
催　

市
社
会
福
祉
協
議
会

●
後
　
援　

大
田
原
市

■
問
い
合
わ
せ

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
（
２
３
）１
１
３
０

　

年
々
増
加
し
て
い
る
認
知
症
は
、誰
に
も

起
こ
り
う
る
脳
の
病
気
で
あ
り
、老
後
の
最

大
の
不
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。健
康
な
人
が

認
知
症
へ
移
行
す
る
段
階
で
衰
え
て
く
る

機
能
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

認
知
症
を
知
り
、
さ
ら
に
認
知
症
の
発

症
を
遅
ら
せ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時　

２
月
28
日（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
演
　
題　
「
認
知
症
に
強
い
脳
を
つ
く

　

ろ
う
〜
地
域
で
行
う
認
知
症
予
防
〜
」

●
講
　
師

　

東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構

　

特
任
研
究
員　

矢
冨 

直
美 

氏

●
定
　
員　

４
０
０
名

●
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
い
き
が
い
課
介
護
予
防
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
１
７

「
欠
陥
住
宅
の
紛
争
の
現
状
と

対
策
」講
習
会
参
加
者
募
集

自
動
車
事
故
被
害
者
へ
の

支
援
制
度
に
つ
い
て

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
地
区

　
　

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
湯
津
上
地
区
・
黒
羽
地
区

　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
３

地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

わ
た
し
に
も
で
き
る
地
域
福
祉

〜
地
域
の「
困
っ
た
」の
見
つ
け

方
、「
安
心
」の
作
り
方
〜

介
護
予
防
講
演
会
開
催
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若草１-８３２
大田原保健センター内
　　(２０)１００１

中央地域包括
支援センター

大田原小学区
紫塚小学区
金田北
金田南

浅香３-３５７８-１７
大田原市福祉センター内
　　(２０)２７１０

西部地域包括
支援センター

西原小学区
親園
野崎
佐久山

黒羽田町８４８
黒羽支所北隣
　    (５３)１８８０

東部地域包括
支援センター 湯津上・黒羽

こ
ん
な
と
き
お
役
に
た
ち
ま
す
！

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て

い
る
方
へ

「
ひ
な
げ
し
の
会
」の
案
内

高
齢
者(
65
歳
以
上)

の
皆
さ
ま

『
悩
み
』『
疑
問
』『
相
談
ご
と
』

一
人
で
か
か
え
こ
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

大
田
原
市
が
平
成
18
年
度
か
ら
市
内
３

　

カ
所
に
設
置
し
、
市
内
の
社
会
福
祉
法

　

人
お
よ
び
医
療
法
人(

６
法
人)
か
ら
職

　

員
が
出
向
し
て
い
ま
す
。

　

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
士
、

　

看
護
師
な
ど
が
互
い
に
連
携
を
と
り
な

　

が
ら
「
チ
ー
ム
」
と
し
て
総
合
的
に
高
齢

　

者
を
支
え
ま
す
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
な
活
動

○
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
た
い

　
「
最
近
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
」「
物
忘
れ

　

が
多
い
」
な
ど
、
生
活
機
能
の
低
下

　

(※
)

が
気
に
な
る
方
は
、
介
護
予
防
事

　

業
を
利
用
で
き
ま
す
。
介
護
が
必
要
な

　

状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
指
導
や
相
談

　

を
行
い
ま
す
。

※

生
活
機
能
の
低
下…

体
や
精
神
の
働
き

　

の
ほ
か
、
日
常
生
活
動
作
や
家
事
、
家

　

庭
や
社
会
で
の
役
割
が
低
下
す
る
こ
と
。

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

　

介
護
保
険
に
関
す
る
相
談
や
要
介
護
認

　

定
の
申
請
の
代
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た

　

方
が
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利

　

用
で
き
る
よ
う
に
調
整
も
行
い
ま
す
。

○
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い

　

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

　

他
の
機
関
と
連
携
し
て
高
齢
者
の
皆
さ

　

ん
を
守
り
ま
す
。

・
虐
待
が
心
配
な
方
に…

虐
待
に
気
づ
い

　

た
場
合
は
す
ぐ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
早

　

期
発
見
す
る
こ
と
で
、
虐
待
が
深
刻
化

　

す
る
前
に
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。

・
判
断
力
に
心
配
が
あ
る
方
に…

高
齢
者

　

を
狙
っ
た
悪
質
商
法
や
詐
欺
が
増
え
て

　

い
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

　

は
被
害
を
未
然
に
防
げ
る
よ
う
対
策
を

　

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
な

　

ど
に
よ
る
判
断
力
の
低
下
な
ど
に
不
安

　

が
あ
る
場
合
に
は
、
成
年
後
見
制
度
を

　

利
用
し
て
、
財
産
管
理
や
契
約
に
つ
い

　

て
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
市
内
に
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
所
在
地　

上
表
の
と
お
り

・
開
所
日　

月
〜
金
曜
日(

平
日)

・
開
所
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

・
相
談
料　

無
料

※

詳
し
く
は
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
い
き
が
い
課
基
幹
型
支
援
セ
ン
タ
ー
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
５
７

　

「
ひ
な
げ
し
の
会
」
は
、
介
護
者
研
修

会
を
き
っ
か
け
に
発
足
し
た
認
知
症
の
介

護
を
し
て
い
る
家
族
の
会
で
す
。

　

介
護
し
て
い
る
中
で
の
悩
み
や
情
報
交

換
な
ど
、
本
音
で
話
が
で
き
る
場
で
す
。

○
自
分
の
た
め
に
「
ほ
っ
と
一
息
」
つ
く
時

　

間
を
も
っ
て
み
ま
せ
ん
か

○
介
護
者
が
そ
れ
ぞ
れ
先
生
で
す
。
情
報

　

交
換
し
ま
せ
ん
か

○
介
護
者
仲
間
が
一
番
分
か
り
合
え
ま
す

○
そ
し
て
か
し
こ
く
介
護
保
険
を
利
用
し

　

ま
し
ょ
う

●
２
月
開
催
日
時
・
場
所

○
大
田
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

(

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー)

・
２
月
18
日(
土)

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ

　

中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

２
０)

１
０
０
１

　

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

２
０)

２
７
１
０

　

東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

５
３)

１
８
８
０

　

大
田
原
市
基
幹
型
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

２
３)

８
７
５
７

保
健
セ
ン
タ
ー
の
教
室
・
相
談

５か月～離乳食完了期を対象とした、離乳食の進め方・調理法を学ぶ教室
です。事前に電話予約が必要です。

日　時 場　所
２月22日(水)
10:00～11:30

内　容
大田原
保健センター

講話・実習
(デモンストレーション)

持ち物
母子健康手帳
(親子健康手帳)

もぐもぐごっくん教室 ■問い合わせ 
　こども課母子健康係　　(23)8634

体を動かし、心身ともにリフレッシュしましょう。

おたっしゃクラブ ■問い合わせ 
　高齢いきがい課介護予防係　　(23)8917

２月28日(火)
９:30～11:30 大田原保健センター 与一いきいき体操

日　時 場　所 内　容

名　称 　　    担当地区        　 住所・電話番号
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お知らせ

　｢糖尿病予防最前線｣では過去５回にわたり、糖尿病とはどのような病気か、糖尿病の症状、
合併症、予防するための食事や運動などについて紹介してきました。
　分かっていても、生活習慣の改善まで手が回らない、症状がないから受診していない…とい
う方も多いです。しかし、｢無理せずできることを続けることで値が変わってくる｣｢からだの状
態を受け止め、受診に一歩踏み込むことで、糖尿病の進行を予防できる｣などの実体験をされた
方もいます。今回は、糖尿病の治療を開始し、自分で食事や運動にひと工夫加えたことで、改
善をとげた方の体験談をご紹介します。

■相談・問い合わせ
　健康政策課成人健康係
　　 （２３）７６０１

　私は、高血圧の治療をしていましたが、昨年度
の健診で血糖が高く、糖尿病の薬も飲み始めまし
た。薬だけでなく、生活習慣も見直そうと思うよ
うになったきっかけがあります。それは、友人や
仕事関係の人にも血糖が高い方が何人かいたの
で、情報交換するようになったことです。｢何をす
ると良くなった｣｢どんなふうに食べるのがいい」
｢お酒を飲むと血糖が上がる｣など、お互いの値を
比べるようになってから、自分だけでなく周りの
人も数値が良くなっていきました。一緒に取り組
める、話し合える仲間がいることは生活習慣を見
直す大きなきっかけとなりました。
　生活習慣の面では、健診結果説明会での保健師
の話やテレビの情報を参考にして、食べ方にも気
を付けました。改善した点は、先に野菜を食べて
からご飯やおかずを食べるようにしたことです。
　また、保健師との話のなかで、今まで食べてい
た量が自分にとっては多かったことを知り、ご飯

は小さめの茶碗に変えました。お肉の量は半分に
なりました。以前は人の３倍は食べていました
が、少しの量でも足りるようになりました。
　毎月病院で血液検査をしているので、検査値が
徐々に良くなっていることが分かり、値が下がる
と「良かった！続けよう！」と前向きになります。
体重が１～２㎏増えると血糖が上がるなどの変化
にも気付けるようになってきました。今は、仕事
で忙しくても続けることができる｢運動｣は何かな
いかな…と考えているところです。
　皆さんに伝えたいことは、継続が大切だという
ことです。できることを無理せずコツコツとやっ
ていくことです。また、同じ問題をもつ仲間がい
ると一緒に頑張ることができ、刺激し合え、生活
習慣の工夫を続けるための支えになります。血糖
が良くないままにしておくと、合併症にもつな
がってしまいます。今の自分の検査値を理解し、
病院や健診などで継続的に見ていくことも大切だ
と思います。病院では血圧や血糖の検査が中心で
すが、市の健診では無料でさまざまな検査項目の
値が分かり、がん検診も受けることができるの
で、毎年受診したいと思っています。

Ｍ・Ｎさん 53歳  男性（加治屋）

　私は、平成20年度から３年間、大田原市の特定
保健指導を受けました。最初は、検査値の意味
や、自分の値が高いのかどうか分かりませんでし
た。しかし、健診結果説明会での保健師との話
で、血糖や血圧が高いことが分かり、これではい

けないと気付くことができました。また、特定保
健指導を利用する際に受診できる二次検診で、自
分がこのままだと糖尿病につながる可能性がある
ことも分かりました。自覚症状がないので、ぴん
ときませんでしたが、説明を聞き、腎障害などの
合併症を起こさないよう、きちんと病院にいかな
ければと思いました。現在は、血圧を下げる薬
と、血糖が急に上がらないような薬を飲み、糖尿
病への進行を予防しています。(11ページへ続く)

●体験談●体験談

H22 度健診結果 現在 (H23.11)

Ｍ・Ｍさん 64歳  男性（花園）

★ワンポイント情報★　〈血糖コントロールの目安〉　  糖尿病ガイド 2010 より
             指　標
HbA1c(%)
空腹時血糖値(mg/dl)

優
5.8未満

80~110未満

良
5.8~6.5未満
110~130未満

不十分
6.5~7.0未満

不良
7.0~8.0未満

不可
8.0以上
160以上130 ～ 160 未満

血糖 (mg/dl)        130                    98   (-32)
HbA1c(％)             7.3                    5.8   (-1.5)

H22 度健診結果 現在 (H23.11)

HbA1c(％)                    5.8                    5.6 (-0.2)

★第６回  糖尿病予防最前線(最終回)★

｢こうして改善!!  わたしの体験談｣
★第６回  糖尿病予防最前線(最終回)★

｢こうして改善!!  わたしの体験談｣

             指　標
HbA1c(%)
空腹時血糖値(mg/dl)

優
5.8未満

80~110未満

良
5.8~6.5未満
110~130未満

不十分
6.5~7.0未満

不良
7.0~8.0未満

不可
8.0以上
160以上
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平成24年２月１日号11

　糖尿病は、誰でもなりうる病気です。
ご紹介した２名は、糖尿病に進んだり、
重症化する前に気付き、内服だけでなく
生活習慣も改善することで、検査値の改
善・維持につながっています。自分の体
の状態を知ること、生活習慣を見つめ直
すことは、自分を大切にする気持ちや
ちょっとした心がけ、工夫次第でできま
す。糖尿病予防のために自分の体の状態
を知り、無理せずできることから始めま
しょう。

　大田原市では、皆さんの
健康を支えるため、健診を
受けた方を対象に健診結果
説明会を行っています。そ
の中で、右図１｢からだの

未来予想図｣を利用しています。健康障
害の出る循環器病には脳卒中(脳梗塞・
脳出血など)や心臓病(狭心症、心筋梗塞
など)があります。これらを予防するた
めには、血糖・血圧・脂質などをコント
ロールすることが大切です。健診結果説
明会では保健師や管理栄養士が一人一人
の生活リズムや生活習慣に合わせ、健康
づくりのサポートをしています。

 （10 ページからつづき）

※市では、皆さんに健康に対する関心や意識を高めていただくた
　めの健康の情報や体験談を積極的にお知らせしていきます。糖
　尿病に限らず、生活習慣の見直しや工夫により検査値が良くな
　った方、体重減量に成功した方などの体験談を随時募集してい
　ます。健康政策課まで、体験談や意見をぜひお寄せください。
※健康に不安がある方、気がかりなことがある方は、健診結果説明
　会以外にも、健康政策課窓口や電話(　 23-7601)でご相談ください。

お詫びと訂正
　１月１日号で掲載しました『第
5回糖尿病予防最前線』の10ペー
ジ｢食事(自分に見合った食べ方
の実践法)｣の、項目中、｢主食・
主菜・主菜・副菜｣とあるのは、
｢主食・主菜・副菜｣の誤りでし
た。お詫びして、訂正いたしま
す。

血糖や血圧は、高くても安定していても体調は変
わらないですが、自覚症状に関係なく、食事や運
動に気を付け、受診を継続することが大切だと思
っています。
　保健師からの話を聞いて、薬だけでなく、食事
面も見直しました。私は、毎晩夕食にお餅を食べ
るのですが、以前は６～７個食べていたのを、２
～３個にしました。ご飯やお餅の量にも適量があ
ることを知りました。また、ご飯は１杯にし、野
菜を先に食べる工夫を続けています。
　仕事は、朝に新聞配達を行い、日中はバスの運
転手をしていますが、なるべく体も動かしたいと
思い、バスの待ち時間に近くの公園でウオーキン
グをしています。新聞配達で３０００歩、空き時

間の散歩で９０００歩ほどになります。
　年齢を考えると、もう若くないので、自分の体
も大切にしなければと思うようになりました。そ
のため、病院受診には抵抗はなく、この機会を大
切にして、詳しく調べてもらおう！と前向きな気
持ちでした。毎年の健診、食事や運動の工夫も、
自分を大切にしたいという思いから、継続につな
がっています。
　皆さんに伝えたいことは、病院を受診する前の
第一歩として、健診結果をもらう際に、保健師の
話に耳を傾けてもらいたいということです。受診
するだけでは分からない、日常生活の中でできる
こと、初めて知ることがたくさんあり、自分の体
の理解につながります。

図1　からだの未来予想図
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お知らせ

子育て支援情報子育て支援情報

子育てサロン

つどいの広場

子育て支援センター

■問い合わせ
　こども課子育て支援係
　　　（２３    ）８９３２

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止のため、お子さんから目を離さないようお願いします。

木曜日　

火･木･金･第１土曜日

火曜日　子育てサロン かねだ(金田北地区公民館)

子育てサロン のざき(うすばアットホーム)

月･水･金・第４土曜日

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までのお子さんと保護者の交流の場です。

就園前のお子さんと保護者が交流を図りながら育児相談などを行うた
めの場です。

親子交流の場の提供や子育ての悩みに関する相談・適切なアドバイス
を行います。
※電話相談も受け付けております。

月・水曜日　子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター(しんとみ保育園)

すみよし子育て支援センター(子育てプラザ館)

ゆづかみ子育て支援センター(ゆづかみ保育園)

くろばね子育て支援センター(くろばね保育園)

毎週
月～金曜日

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

＜２月 1日 ( 水 ) ～２月 29 日 ( 水 )＞

★開設時間   9:00～12:00

★開設時間   9:00～14:00

★開設時間 9:00～12:00
13:00～16:00

【国民年金の加入種別】【国民年金の加入種別】

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ

　口座振替をご利用されますと、保険料が自動的
に引き落とされるので、金融機関などに行く手間
が省けるうえ、納め忘れもなくとても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に
引き落とされることにより月々50円割引される早
割制度や、現金納付よりも割引額が多い６カ月前
納・１年前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手
帳、通帳、金融機関届出印をご持参のうえ、ご希
望の金融機関または年金事務所へお申し出くださ
い。

　

　国民年金保険料を納めないままにしておくと、
将来の老齢基礎年金や障害・遺族など事故が発生
した場合の年金が受けられないことがあります。
　平成23年度の国民年金保険料額は、１カ月１万
５０２０円です。
　納めた保険料は、全額が社会保険料控除の対象
となり、税金の負担が軽減されます。
　まだ納付がお済みでない方は、納付書をご用意
のうえ、至急お近くの金融機関、郵便局またはコ
ンビニエンスストアの窓口で納付してください。
　また、納め忘れがなく、納付の手間がかからな
い、口座振替やクレジットカードによる納付もで
きます。

※国民年金保険料についてご不明な点がありまし
　たら、お近くの年金事務所におたずねください。

国民年金保険料の納付は口座振替がお得です国民年金保険料の納付は口座振替がお得です 国民年金保険料を納めましょう国民年金保険料を納めましょう

■問い合わせ　
　大田原年金事務所
　　　（２２）６３１３
　市国保年金課国民年金係
　　　（２３）８９２８

国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用に
なれます。

国民年金保険料の納め忘れはありませんか。

子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報
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お知らせ

栃
木
県
立
那
須
特
別
支
援
学
校

「
伸
び
ゆ
く
子
ど
も
た
ち
の
作

品
展
」

子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
様
へ

小
・
中
学
校
新
入
生
に
記
念
品

を
配
布
し
ま
す

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

バ
ッ
チ
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

第
14
回
　
60
与
一
の
つ
ど
い

〜
新
し
い
生
き
方
の
提
案
〜

　
●
対
象
児
童

　

大
田
原
市
内
に
３
カ
月
以
上
住
ん
で
い

　

て
、
今
年
４
月
に
市
内
小
・
中
学
校
に

　

入
学
予
定
の
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の

　

児
童
、
ま
た
は
両
親
以
外
の
方
に
養
育

　

さ
れ
て
い
る
児
童

●
記
念
品

　

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト　

７
０
０
０
円
分

●
配
布
時
期

　

３
月
中
旬(

後
日
、
申
込
者
に
直
接
通   

　

知
し
ま
す)

●
受
付
期
間

　

２
月
24
日(

金)

ま
で

　

(

土
・
日
・
祝
日
を
除
く)

●
申
込
方
法

　

左
記
申
込
先
に
、
直
接
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
３
２

　

こ
ど
も
課
で
は
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
電
話
に
よ
る
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
み

を
抱
え
ず
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
場
　
所

　

子
育
て
相
談
室

　

(

市
役
所
東
別
館
２
階
こ
ど
も
課
内)

　
　
　

(

２
４)

０
１
１
２

●
相
談
内
容

　

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
・
不
安
、
不
登

　

校
や
い
じ
め
、
ま
た
は
親
子
関
係
の
問

　

題
な
ど

●
相
談
員　

家
庭
相
談
員

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
３
２

●
日
　
時

　

３
月
11
日(
日)

　

受
付　

午
前
８
時
30
分
〜
８
時
45
分

●
場
　
所

　

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト　

　

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
カ
ウ
ベ
ル
集
合

●
内
　
容

　

ス
キ
ー
級
別
テ
ス
ト
１
級
〜
５
級

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
１
級
〜
５
級

●
講
　
師

　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導
員

●
対
　
象　

18
歳
以
上

●
参
加
費　

２
０
０
０
円(

講
習
料
、
保

　

険
料
を
含
む)

●
検
定
料　

○
ス
キ
ー

　

１
級
４
０
０
０
円
、
２
級
３
０
０
０
円

　

３
級
２
５
０
０
円
、
４
級
２
０
０
０
円

　

５
級
１
５
０
０
円

○
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

　

１
級
３
０
０
０
円
、
２
級
２
０
０
０
円

　

３
級
１
０
０
０
円
、

　

４
級
・
５
級
７
０
０
円

●
申
込
期
限

　

２
月
25
日(

土)

●
主
　
催

　

市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

太
陽
ス
ポ
ー
ツ
店

　
　
　

(

２
２)

５
４
９
５

〈
問
い
合
わ
せ
の
み
〉

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

(

２
２)

８
０
１
７

●
日
　
時

　

２
月
18
日(

土) 　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
　
所

　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
内
　
容
　　

テ
ー
マ

　

「
７
つ
の
別
れ
」
と
「
７
つ
の
出
会
い
」

○
第
１
部　

講
演

　

講
師　

長
谷
川 　

幸
介
氏(

茨
城
大
学

　

生
涯
学
習
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授)

○
第
２
部　

事
例
発
表

　

木
曽　

昭
孝
氏

　

(

大
田
原
市
体
育
指
導
員)

※

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
紹
介

　

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み

　

不
要(

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。)

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　

(

９
８)

７
１
１
５

●
日
　
時

　

２
月
17
日(

金)

〜
23
日(

木)

●
場
　
所

　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
大
田
原
店

　

(

美
原
１‐

３
１
６
８‐

１)

●
内
　
容

　

栃
木
県
立
那
須
特
別
支
援
学
校
児
童
生

　

徒
作
品
の
展
示
、
学
校
紹
介
パ
ネ
ル
掲

　

示
と
ビ
デ
オ
放
映

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
立
那
須
特
別
支
援
学
校

　
　
　

(

３
６)

４
５
７
０

昨年行われた 60 与一のつどい
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●
資
　
格

・
本
市
市
民
の
被
扶
養
者
で
経
済
的
理
由

　

に
よ
っ
て
修
学
困
難
な
方

・
学
校
教
育
法
の
規
定
に
基
づ
く
高
等
学

　

校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、
大

　

学
、
大
学
院
に
入
学
予
定
の
方
ま
た
は

　

在
学
し
て
い
る
方

・
品
行
が
正
し
く
、
学
業
が
す
ぐ
れ
、
か

　

つ
身
体
が
健
康
で
あ
る
方

・
大
田
原
市
に
住
所
を
有
す
る
連
帯
保
証

　

人(

２
名
、
う
ち
１
名
は
別
世
帯)

を
付

　

す
こ
と
が
で
き
る
方

・
貸
与
月
額
６
万
円
の
場
合
は
、
他
の
機

　

関
か
ら
奨
学
金
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る

　

も
の
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

●
貸
与
額

・
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校

　
　

月
額
１
万
２
０
０
０
円

・
短
期
大
学
、
大
学
、
大
学
院

　

【
自
宅
通
学
】
月
額
２
万
円

　

【
自
宅
外
通
学
】
月
額
４
万
円

　
　
　
　
　

ま
た
は
月
額
６
万
円

●
貸
与
期
間

　

在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
修
業
期
間

●
返
　
済

　

貸
与
の
終
了
し
た
翌
月
か
ら
１
年
を
経

　

過
し
た
後
、
貸
与
期
間
の
２
倍
か
ら
４

　

倍
に
相
当
す
る
期
間
内
に
半
年
賦
ま
た

　

は
年
賦
に
よ
り
返
済
。
無
利
子
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

　

①
奨
学
金
貸
与
申
請
書

　

②
在
学
校
長
な
ど
の
推
薦
書

　

③
住
民
税
決
定
証
明
書

　

④
合
格
通
知
書
の
写
し

　

⑤
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

※

①
、
②
の
用
紙
は
教
育
委
員
会
教
育
総

　

務
課
、
本
庁
東
別
館
市
民
課
、
黒
羽
支

　

所
管
理
課
、
市
内
中
学
・
高
等
学
校
、

　

近
隣
高
等
学
校
に
あ
り
ま
す

●
申
込
方
法　

２
月
15
日(

水)

か
ら
３
月

　

23
日(

金)

ま
で
に
必
要
な
書
類
を
教
育

　

委
員
会
教
育
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。(

郵
送
可
３
月
23
日
消
印
有
効)

※

期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
受
付
で
き
ま
せ

　

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課
総
務
係(

湯
津
上
庁
舎
内)

　
　
　

(
９
８)

７
１
１
１

　
　

〒
３
２
４‐

０
４
９
２

　
　

大
田
原
市
湯
津
上
５‐

１
０
８
１

●
日
　
時

　

２
月
25
日(

土)

　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

●
場
　
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘　

シ
ャ
ト
ー
・

　

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル

●
内
　
容

　

日
本
将
棋
連
盟
所
属
の
プ
ロ
棋
士
３
名

　

な
ど
に
よ
る
指
導
対
局
、
講
演

●
対
象
者

　

小
中
学
生
、
一
般

●
参
加
費　

無
料

●
そ
の
他

・
児
童
生
徒
の
送
迎
は
、
保
護
者
の
方
に

　

お
願
い
し
ま
す
。

・
一
般
の
方
や
保
護
者
の
方
の
ご
参
加
も

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
方
法　

２
月
14
日(

火)

ま
で
に
中

　

央
公
民
館
公
民
館
係
ま
で
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

中
央
公
民
館
公
民
館
係

　
　
　

(

９
８)

７
０
８
０

　　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
早
期
か
ら

の
支
援
を
と
お
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
く
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
社

会
を
目
指
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時

　

３
月
４
日(

日)

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

30
分(
午
後
１
時
〜
受
付
開
始)

●
場
　
所

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
Ｏ
棟
１
０
１
教
室

●
演
　
題

　

「
発
達
障
害
児
へ
の
教
育
・
福
祉
・
保

　

健
・
行
政
の
縦
・
横
の
連
携
に
つ
い
て
」

●
講
　
師　

藤
井　

茂
樹
氏

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

滋
賀
医
科
大
学
客
員
准
教
授
、
元
滋
賀

　

県
湖
南
市
発
達
支
援
室
室
長
、
元
独
立

　

行
政
法
人
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研

　

究
所
総
括
研
究
員

●
対
象
者

　

幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校

　

の
お
子
さ
ん
を
も
つ
保
護
者
、
教
職
員
、

　

大
学
生
、
興
味
関
心
の
あ
る
方
な
ど

●
定
　
員　

３
０
０
名

●
入
場
料　

無
料

●
申
込
方
法

【
各
園
・
各
学
校
の
保
護
者
】

　

２
月
14
日(

火)

ま
で
に
、
各
園
・
各
学

　

校
を
通
じ
て
申
し
込
み
。

【
一
般
】

　

２
月
20
日(

月)

ま
で
に
、
学
校
教
育
課

　

学
校
教
育
係
ま
で
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ

　

ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
申
し
込
み
。

　

受
付
時
間
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午

　

前
９
時
〜
午
後
５
時
。

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

※
乳
児
を
除
く
学
齢
低
学
年
ま
で
の
無
料

　

の
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
ご
希
望
の
方

　

は
２
月
７
日(

火)

ま
で
に
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

●
主
　
催

　

大
田
原
市
教
育
委
員
会
、
大
田
原
市
幼

　

保
小
連
絡
協
議
会
、
国
際
医
療
福
祉
大
学

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
　
　

(

９
８)

７
１
１
３

　
　
　

(

９
８)

７
１
２
３

　
　
　

gakkou-kyouiku@

　
　
　

city.ohtaw
ara.tochigi.jp

「
発
達
障
害
セ
ミ
ナ
ー
」

参
加
者
募
集

「
大
田
原
市
将
棋
の
集
い
」

参
加
者
募
集

平
成
24
年
度
市
奨
学
生
募
集

昨年行われた将棋の集い
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那
須
与
一
伝
承
館
特
別
企
画
展
・
栃
木

県
博
物
館
地
域
移
動
博
物
館

『
結
城
戦
場
物
語
絵
巻
』の
世
界

と
那
須
の
戦
国

●
期
　
間　

２
月
25
日
（
土
）
〜
３
月
25
日

　
（
日
）午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で（
入

　

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
休
館
日　

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日（
祝
日

　

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

※
展
示
替
え
作
業
の
た
め
、２
月
23
日（
木
）、

　

24
日（
金
）、
３
月
26
日（
月
）、
27
日（
火
）

　

は
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

●
場
　
所　

那
須
与
一
伝
承
館
展
示
室

●
展
示
内
容

　

室
町
時
代
の
関
東
で
は
大
き
な
争
乱
が

　

相
次
い
で
起
こ
り
、
そ
の
中
で
那
須
地

　

域
を
含
む
東
国
の
社
会
は
大
き
く
変
容

　

し
て
ゆ
き
ま
し
た
。本
展
で
は
永
享
の

　

乱
お
よ
び
結
城
合
戦
を
描
い
た『
結
城
戦

　

場
物
語
絵
巻
』（
栃
木
県
立
博
物
館
所
蔵
）

　

を
中
心
に
、
那
須
氏
関
連
の
資
料
な
ど

　

も
展
示
し
な
が
ら
、
室
町
か
ら
戦
国
時

　

代
に
か
け
て
の
東
国
の
動
乱
に
つ
い
て

　

紹
介
し
ま
す
。

　
●
観
覧
料　

大
人
（
高
校
生
以
上
）
３
０
０

　

円
、中
学
生
以
下
無
料

※
団
体
は
大
人
10
人
以
上
２
５
０
円

●
関
連
事
業

①
記
念
講
演
会

・
講
師　

江
田 

郁
夫 

氏
（
栃
木
県
立
博
物

　

館
特
別
研
究
員
）

・
演
題　
『
結
城
戦
場
物
語
絵
巻
』
の
世
界

　

と
那
須
の
戦
国

・
日
時　

２
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

　

〜
午
後
３
時

・
場
所　

那
須
与
一
伝
承
館
多
目
的
ホ
ー
ル

・
入
場
料　

無
料

・
申
込
方
法　

事
前
申
し
込
み
不
要

②
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

・
日
時　
３
月
11
日（
日
）お
よ
び
３
月
25
日

　
（
日
）の
そ
れ
ぞ
れ
午
前
11
時
、午
後
２
時

　

か
ら
の
計
４
回

・
解
説
者　

当
館
学
芸
員

・
入
場
料　

当
館
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

・
申
込
方
法　

開
始
時
刻
ま
で
に
那
須
与
一

　

伝
承
館
の
ロ
ビ
ー
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

※
３
月
25
日
は「
結
城
合
戦
絵
詞
と
結
城
戦

　

場
物
語
絵
巻
」と
題
し
て
高
橋 

修 

氏（
茨

　

城
大
学
人
文
学
部
教
授
）
に
よ
る
『
結
城

　

戦
場
物
語
絵
巻
』の
特
別
解
説
を
行
い
ま

　

す
。

◆
結
城
合
戦
と
は

　

永
享
12
年（
一
四
四
〇
）、
結
城
氏
朝
は
鎌

　

倉
公
方
足
利
持
氏
の
遺
子
春
王
丸
・
安
王

　

丸
を
結
城
城（
現
在
の
茨
城
県
結
城
市
）に

　

擁
立
し
て
室
町
幕
府
に
背
き
ま
し
た
が
、

　

翌
年
、
関
東
管
領
上
杉
憲
実
の
た
め
に
敗

　

れ
て
氏
朝
は
自
害
し
、
春
王
丸
・
安
王
丸

　

も
捕
え
ら
れ
美
濃
国
垂
井
（
現
在
の
岐
阜

　

県
垂
井
町
）で
殺
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
戦
い

　

を
機
に
、
那
須
地
域
を
含
む
東
国
で
は
下

　

剋
上
（
下
位
者
が
上
位
者
を
押
し
の
け
て

　

権
力
を
握
る
）
の
時
代
へ
と
移
っ
て
ゆ
く

　

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

　

大
田
原
文
化
協
会
ス
テ
ー
ジ
部
門
の
発

表
会
を
開
催
し
ま
す
。日
ご
ろ
鍛
え
た
踊

り
や
歌
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時　

２
月
11
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
予
定
）

●
場
　
所　

総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
内
　
容　

民
謡
、
民
舞
、
日
舞
、
吟
剣
詩

　

舞
、オ
ペ
ラ
、コ
ー
ラ
ス
な
ど

●
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
文
化
協
会

　

ス
テ
ー
ジ
部
門
長　

田
中 

和
夫

　
　
　
（
２
９
）１
７
３
２

　

事
務
局（
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係
）

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
８

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
の
前
に
、
せ
ん

定
・
植
え
替
え
を
し
っ
か
り
行
い
、
良
い

実
を
た
く
さ
ん
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
日
　
時　

２
月
26
日（
日
）

・
午
前
の
部　

午
前
10
時
〜

・
午
後
の
部　

午
後
１
時
〜

　

各
回
１
時
間
程
度

●
場
　
所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　

情
報
館
研
修
室

●
内
　
容　

農
産
物
直
売
所
会
員
に
よ
る

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
せ
ん
定
講
習
会

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

※
イ
ス
は
50
脚
用
意
し
ま
す
が
、
参
加
者

　

が
そ
れ
よ
り
多
く
な
っ
た
と
き
は
立
見

　

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
　
　
（
２
３
）８
６
４
１

●
日
　
時　

２
月
12
日（
日
）、３
月
11
日（
日
）、

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
約
１
時
間
程
度

●
場
　
所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　

情
報
館
研
修
室

●
内
　
容　

農
産
物
直
売
所
会
員
に
よ
る

　

寄
せ
植
え
教
室

●
定
　
員　

各
15
名

●
参
加
費　

１
５
０
０
円（
材
料
費
）

●
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、手
袋

●
申
込
方
法　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
ま

　

で
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。定

　

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
　
　
（
２
３
）８
６
４
１

第
25
回
大
田
原
文
化
協
会

ス
テ
ー
ジ
部
門
発
表
会

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
せ
ん
定
講
習
会

参
加
者
募
集

寄
せ
植
え
教
室
参
加
者
募
集

ゆ
う
き
か
っ
せ
ん

え
い
き
ょ
う

し
ゅ
ん
お
う
ま
る

い
し

ゆ
う
き
う
じ
と
も

え　

だ　

い
く
お

た
か
は
し
お
さ
む

う
え
す
ぎ
の
り
ざ
ね

か
ん
と
う
か
ん
れ
い

み
の
の
く
に
た
る
い

あ
し
か
が
も
ち
う
じ

や
す
お
う

ま
る

完成した寄せ植え

結城氏朝の最後の抗戦

え
こ
と
ば
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●
日
　
時

　
２
月
19
日(
日) 　

午
後
１
時
〜
２
時

●
場
　
所

　

那
須
与
一
伝
承
館
多
目
的
ホ
ー
ル

●
出
演
者

　

大
田
原
ふ
る
さ
と
民
話
の
会
会
員

●
演
　
目

〈
地
元
の
民
話
〉

・
戦
場
ヶ
原
由
来　
　
　

礒　

由
美
子

・
蜘
蛛
の
綾
織　
　
　
　

柴
田　

サ
キ

・
川
越
阿
弥
陀
如
来　
　

永
塚　

和
子

〈
日
本
の
民
話
〉

・
炭
焼
き
長
者　
　
　
　

村
岡
ト
リ
子

・
び
ん
ぼ
う
神　
　
　
　

篠
田　

和
子

・
ふ
ぐ
は
内　
　
　
　
　

小
磯　

仲
子

●
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　

(

２
０)

０
２
２
０

●
内
　
容　

じ
ゃ
が
い
も
の
種
ま
き
か
ら

　

収
穫
ま
で
の
作
業
体
験

●
日
　
時

①
播
種
作
業

　

３
月
25
日(

日)

午
前
９
時
〜

②
草
取
り
作
業

　

５
月
20
日(

日)

午
前
９
時
〜

③
収
穫
作
業

　

７
月
１
日(

日)

午
前
９
時
〜

●
場
　
所　

倉
骨
地
内
圃
場

●
定
　
員　

20
名(

20
口)

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
参
加
費　

１
０
０
０
円(

１
口)

●
申
し
込
み

　

２
月
15
日(

水)

午
前
8
時
30
分
か
ら
、

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
・
氏
名
・

　

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

　

農
業
公
社
ま
で
申
し
込
み
。

■
問
い
合
わ
せ

　
(

財)

大
田
原
市
農
業
公
社

　
　
　

(

９
８)

３
７
６
８

　
　
　

(

９
８)

３
７
６
９

●
対
象
者
・
募
集
訓
練
科
・
定
員
・
訓
練

　
期
間

●
募
集
期
間　

２
月
24
日(

金)

ま
で

●
入
校
選
考　

３
月
９
日(

金)

　

適
性
試
験
・
面
接
・
志
願
理
由
書

●
募
集
手
続
き

　

離
職
者
の
方
は
、
住
所
地
の
公
共
職
業

　

安
定
所(

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク)

に
申
し
込
み
。

　

高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
方
は
、
県
北

　

産
業
技
術
専
門
校
に
直
接
申
し
込
み
。

●
訓
練
実
施
場
所

　

栃
木
県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校(

那

　

須
町
高
久
甲
５
２
２
６‐

２
４)

●
入
校
月　

平
成
24
年
４
月

●
授
業
料　

無
料

※

教
材
な
ど
の
購
入
費
は
自
己
負
担
。

●
日
　
時　

２
月
１
日(

水)

〜
８
日(

水)

　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

※

４
日(

土)

・
５
日(

日)

は
除
く

●
場
　
所

　

栃
木
県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校(

那

　

須
町
高
久
甲
５
２
２
６‐

２
４)

●
対
象
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さ
れ
な
い
す
べ
て
の
労

　

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。)

○
栃
木
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低
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時
間
額
７
０
０
円

○
効
力
発
生
日　

平
成
23
年
10
月
１
日

●
特
定(

産
業
別)

最
低
賃
金(

18
歳
未
満

　

ま
た
は
65
歳
以
上
の
労
働
者
は
栃
木
県

　

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。)

○
効
力
発
生
日　

平
成
23
年
12
月
31
日

■
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合
わ
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栃
木
労
働
局　

賃
金
室

　
　
　

０
２
８(

６
３
４)

９
１
０
９

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

使
用
者
も
、労
働
者
も

ふ
る
さ
と
の
民
話
を
聞
く
会

農
業
体
験
特
別
コ
ー
ス

じ
ゃ
が
い
も
作
り
参
加
者
募
集

栃
木
県
立
県
北
産
業
技
術
専

門
校
　
訓
練
生
募
集

機械加工科

ＮＣ機械科

電気設備科

観光サービス科

機械加工科

ＮＣ機械科

電気設備科

観光サービス科

５

５

10

10

３

５

５

３

６カ月

６カ月

１年

６カ月

６カ月

６カ月

１年

６カ月

離職者
など

平成24年
３月高等
学校卒業
見込み者

対象者 訓練科名 定員 訓練期間

８５０円

７９３円

７９３円

７９７円

７９３円

７５８円

塗料製造業
はん用機械器具、生産用機械器具、
業務用機械器具製造業
電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業
自動車・同附属品製造業
計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機
械器具製造業、医療用機械器具・医療用品製
造業、光学機械器具・レンズ製造業、医療用
計測器製造業、時計・同部分品製造業
各種商品小売業

特定（産業別）最低賃金の件名 時間額

学
校
見
学
会(

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル)

実
施
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天文館・自然観察館

■申し込み・問い合わせ
　ふれあいの丘天文館 　(２８)３２５４
　　　 http://www.fureai-tenmonkan.jp/　

　ふれあいの丘天文館では、下記の日程で初心
者天文講座｢冬の星座と惑星を見よう｣を行いま
す。奮ってご参加ください。
◆日時　２月18日(土)　午後６時30分～８時
◆場所　ふれあいの丘天文館
◆内容　冬の大三角、冬のダイヤモンドを目印
　に冬を代表する星座の見つけ方を解説。また、
　65㎝望遠鏡などを用いて惑星(金星と木星)の観
　望を行います。(雨天曇天時は説明のみを実施)
◆対象　小学４年生以上(中学生以下は保護者同伴)
◆定員　30名
◆参加費　小中学生１名100円、大人１名300円
　　　　　(入館料として)
◆申込方法　２月７日(火)から電話または直接
　ふれあいの丘天文館まで申し込み。
◆受付時間　午前９時～午後９時
※当日は暖かい服装でお越しください。

●月のように満ち欠けして見える金星
　夕方、西の空に、ひときわ明るく輝いている

　星があります。“金星”です(最も明るいころは
　－4.8等)。夕方に見える金星は｢宵の明星｣と呼
　ばれています。
　金星は、太陽の光が当たっているところが
　光って見えるのと、地球‐太陽‐金星の位置
　関係で、①地球から見ると月のように｢満ち欠
　け｣をして見えます。望遠鏡で見ると形がはっ
　きり分かります。②地球と金星の距離が変化
　するため金星の大きさも変化します。(月は、
　地球の周りを回っておりほぼ大きさは変化し
　ません)

ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより

　前号に続いて現在開催中
のミニ企画展『魅せられた小
さな虫たちの世界』から、い
くつか展示品を紹介します。
●空を飛ぶ宝石｢モルフォチョウ｣

　南米を代表するきわめ
て美しいチョウの一群 で、
その空色の強い輝きは、
自然界の一つの驚異とも
いわれ、特に「レテノール
モルフォチョウ｣のオスは

最も強く輝きます。
　現在、モルフォチョウの仲間は約80種が知ら
れ、アマゾン川流域からコロンビア、ペルー、
ボリビアに多くの種が集中していますが、一部
のものはメキシコからアルゼンチン北部まで分
布しています。
　美しい輝きのなぞは？
　モルフォチョウの美しい
輝きの秘密は、現代のＣＤ
がキラキラと虹色に輝く原
理と同じだそうです。

　モルフォチョウの羽には、りん粉(微細な小
片)が屋根の瓦のように規則正しく並び、この構
造によって光が複雑に反射し、干渉しあって美
しい色を発色させているのです。モルフォチョ
ウの放つ輝きは、天敵の鳥を驚かせ、たじろが
せているのかもしれませんね。
●巣を横取りするチャイロスズメバチ

　｢チャイロスズメバチ｣は、
女王蜂しかいない初期のキ
イロスズメバチなどの巣に
単独で入り込み、相手の女
王蜂を刺し、巣を乗っ取る
ことで知られています。

　最初は乗っ取った巣の働き蜂が子育てをしま
すが、チャイロスズメバチ自身も働き蜂を産む
ため、巣の中はキイロスズメバチからチャイロ
スズメバチへと入れ替わってしまいます。このよ
うな行動を｢社会寄生｣といいます。
　女王蜂の体長は約30ミリで、ス
ズメバチの仲間では小型で、体全
体が黒褐色をしています。

■問い合わせ
　ふれあいの丘自然観察館 　(２８)３１３１
　　　 http://www.fureaino-oka.com/shizen/　

だよりだよりだよりだよりだより

チャイロスズメバチの女王蜂チャイロスズメバチの女王蜂

モルフォチョウモルフォチョウ

★今月の天文情報★今月の天文情報

《金星の満ち欠け、大きさの変化の様子》《金星の満ち欠け、大きさの変化の様子》

●初心者天文講座(冬の星座と惑星を見よう)●初心者天文講座(冬の星座と惑星を見よう)



図書館・統計

平成24年２月１日号 18

　男　　３７,１０３人
　女　　３７,７３９人
　計　　７４,８４２人
世帯数　２７,０１８世帯

住民基本台帳人口＋外国人数

統計調査に基づく人口

12月中の異動(住民基本台帳による)

◆人口の動き(１月１日現在)

　男　　３９,１２４人
　女　　３７,８４４人
　計　　７６,９６８人
世帯数　２８,２０９世帯

転入 184 人   転出 202 人 
出生   48 人   死亡   64 人

救急車の適正利用に
　　　　　ご協力ください

[ 救急出場件数 ]

２件
０件
０件
２件

１５件
３件
９件
２７件

２,２３１千円
５１，４５６千円

◆火災･救急 12 月分
[火災発生件数 ]

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)

(　　　   　  　　　　  )

建　物
林　野
その他
　計　
損害額

２６８件
１,５９９件
６８３件

　　　　　　　　２,５５０件

２９件
１３３件
５３件
 ２１５件

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

交 通
急 病
その他
　計　

◆交通事故 12 月分
２２７件
０人

２９３人
２０７２件

２２件
０人
２７人
２１９件

(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

人身事故
死　者
負傷者
物件事故

火災発生時の情報をお知らせします
消防署テレフォンサービス消防署テレフォンサービス

※住民基本台帳人口
　日本国籍を有する者で、国内の
市町村に住所を定めている者とし
て、当該市町村の住民基本台帳に
記載されている者の数およびそれ
らの者が構成している世帯の数。
※統計調査に基づく人口
　国勢調査を基に推計した人口。

※「交通事故｣  ｢火災・救急｣
　の(   )内の数字は、平成23
　年１月からの累計です。

●日　　時　２月16日(木)  午前９時30分～10時30分
●電話番号　０１２０ －１８８９１１
　　　　　　(フリーダイヤル・固定電話専用)
※指定日時以外および携帯電話からのお電話は随時秘書課でお受けします。
　

　津久井市長が、皆さんからのご意見・ご要望をお聞きします。

もしもし 市長さんもしもし 市長さんもしもし 市長さん
お気軽に

お電話ください

■問い合わせ　秘書課広報広聴係　　(２３)８７００

http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

図書館のホームページ上で蔵書の予約ができます。
詳しくは、各図書館までお問い合わせください。

●日　時　２月５日(日)、12日(日)、19(日)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室　
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ、紙しばい、工作 など

(23)4560 開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

(59)0855 開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

開館  平　日 9:00～17:00
時間  土日祝 9:00～17:00(98)7037

●日　時　２月12日(日)　午前11時～11時45分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ、紙しばい など

●日　時　２月25日(土)　午前10時～11時30分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●講　師　小野 純子 先生
●対　象　小学生以上（保護者同伴の場合は未就学児でも可）
●定　員　30名
●参加費　無料
●持ち物　はさみ、のり
●申込方法　黒羽図書館カウンターまたは電話で申し込み

ピノキオおはなし会

折り紙で花束をつくろう！

コアラおはなし会

●日　時　２月11日(土)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室　
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク、紙しばい、工作 など

子どものつどい

人 形 劇

２月の図書館カレンダー

★
湯
津
上
庁
舎
図
書
室

★
大
田
原
図
書
館

★
湯
津
上
庁
舎
図
書
室

★
大
田
原
図
書
館

★
黒
羽
図
書
館

★
黒
羽
図
書
館

休館日休館日

水
１
８
15
22
29

木
２
９
16
23

日
　
５
12
19
26

火
　
７
14
21
28

月
　
６
13
20
27

金
３
10
17
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土
４
11
18
25

水
１
８
15
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木
２
９
16
23
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５
12
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７
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６
13
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金
３
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17
24

土
４
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25

２月の図書館カレンダー

●日　時　３月17日(土)　午後１時～２時
●会　場　湯津上庁舎多目的ホール
●出　演　劇団「貝の火」
●演　目　「一寸法師」「なかよし」
●対　象　児童
●問い合わせ　大田原図書館
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芭蕉の館・彫刻周遊

　この作品は、ふれあいの丘のシャトー・エスポ
ワールの南側から東方にある大工房へと続く小道
の付近にある彫刻です。

　不定形で、なんとも不可思議な
形をしています。深い亀裂が縦横
に走り、上面は複雑に入り組んだ
凸凹の岩肌、一方側面では滑ら
かな岩肌を見せています。時には
風に、時には水に、時には光にさ
らされ、自然界のさまざまな刺激

を受けてできあがった自然の造形美を思わせます。
　じっとながめていると、不定形な作品から、なんと
なく「生命力」とか、「宇宙」とかいった言葉で表現さ
れるような壮大な世界を連想させてくれます。
　作者は、1953年フランスのパリ生まれのシルヴィ

ー・ルジュンヌさん。76
年にパリ第４大学数学
科で数学教職を取得
後、78年にパリ国立高
等美術学校を卒業。多
くの受賞歴もあり、91年
から93年までのスペイ
ン国費留学後には、パ
リ市立美術学校の教授
を務めています。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

26

■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

設置場所案内図（★印）

シャトー
エスポワール
シャトー・
エスポワール

芝生広場 芝生
広場

ふれあいの丘

駐
車
場

多目的広場

★

シルヴィー・ルジュンヌ 2000年フランス
PAYSAGE  OUVERT  （開かれた風景）

　

栃
木
県
内
に
は
江
戸
時
代
か
ら
各
所
に

窯
場
が
存
在
し
、
や
き
も
の
が
生
産
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
現
在
ま
で
存
続
し
、
多
く

の
人
々
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
愛
さ
れ
続
け

て
い
る
の
は
、
益
子
焼
と
小
砂
焼
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。そ
の
内
、
益
子
焼
は
嘉
永
５

年（
１
８
５
２
）、大
塚
啓
三
郎
が
開
窯
し
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。江
戸
時
代
、
芳
賀
郡

益
子
村
は
黒
羽
藩
領
と
な
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
幕
末
・
維
新
期
の
益
子
焼
は
、
同
藩

の
支
配
と
保
護
を
受
け
て
発
展
し
ま
し

た
。

　

当
時
の
特
徴
的
な
陶
器
と
し
て
は
、
称

平
徳
利
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
幕
末
期
に

郷
奉
行
と
し
て
益
子
に
着
任
し
た
三
田
称

平
に
因
む
も
の
で
す
。彼
は
お
酒
好
き

だ
っ
た
よ
う
で
、
首
の
下
に
指
先
で
凹
ま

せ
た
痕
が
数
か
所
あ
る
称
平
徳
利
を
考
案

し
、大
塚
啓
三
郎
に
つ
く
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

明
治
２
年（
１
８
６
９
）に
は
、
益
子
村
18

名
他
２
名
が
黒
羽
藩
か
ら
窯
を
借
り
、
農

間
余
業
と
し
て
徳
利
・
土
瓶
・
土
鍋
な
ど

を
焼
成
し
て
い
ま
し
た
。そ
れ
ら
商
品
（
陶

器
）は
鬼
怒
川
の
真
岡
河
岸
か
ら
船
で
江
戸

に
運
ば
れ
、
日
本
橋
瀬
戸
物
町
で
捌
か
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、明
治
４
年（
１
８
７
１
）の
廃
藩

置
県
に
よ
り
、
益
子
焼
は
民
窯
と
し
て
独

自
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

当
館
で
は
、
平
成
22
年
度
に
広
瀬
久
之

進
氏（
や
き
も
の
研
究
家
）か
ら
幕
末
・
明
治

期
の
益
子
焼
約
30
点
、
渡
辺
陽
一
氏
か
ら

称
平
徳
利
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
陶
器
の
数
々
を
鑑
賞

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本

年
度
の
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
次
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ
　「
幕
末
・
明
治
期
の
益
子
焼
」

●
会
　
期
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ハーモニーホール

①午後１時30分開演
②午後３時30分開演
小ホール

友の会優先電話予約  　　２月16日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  ２月18日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ２月20日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

●ぜんまいざむらい きぐるみショー

日時・会場 ５月20日(日)

1,000円(友の会  900円)チ ケ ッ ト
全 席 指 定

チケット好評発売中!チケット好評発売中!

※３歳以上有料（３歳未満膝上無料）

　２月28日(火)、29日（水）の２日間は館内衛生防除
のために臨時休館いたします。
　貸館およびチケットの予約・販売などの業務もお
休みさせていただきます。
　何かとご不便をおかけたしますが、ご協力ください
ますようお願い申し上げます。

臨時休館のお知らせ

午後６時30分開演
大ホール

●ハーモニー寄席
　三遊亭円楽・林家たい平二人会 
　【ゲスト】 牧伸二

●ハーモニー寄席
　三遊亭円楽・林家たい平二人会
　【ゲスト】 牧伸二

日時・会場 ３月22日(木)

3,000円
(友の会  2,700円)

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

※入場は就学児以上とさせていただきます。

三遊亭円楽三遊亭円楽 林家たい平林家たい平 牧伸二牧伸二

友の会優先電話予約  　　２月23日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  ２月25日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ２月27日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

●假屋崎省吾ピアノと花の華麗なる世界●假屋崎省吾ピアノと花の華麗なる世界

午後３時開演
大ホール

日時・会場

５月26日(土)

2,500円
(友の会  2,300円)
学生  1,000円

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

●ブラザーズ・フォア●ブラザーズ・フォア
♪あの1960年代～70年代の熱い時代を、平和メッセージ
　を持って、全世界をフォークブームに巻き込んだ彼らの
　歌声を今、改めて聴いてみませんか？だれもが口ずさん
　でいた「あの歌」を思い出させてくれるはずです。

午後６時開演／大ホール
日時・会場 ５月27日(日)

5,500円
(友の会  5,000円)

チ ケ ッ ト
全 席 指 定
※入場は就学児以上とさせていただきます。

三遊亭楽太郎から2010年３月に６代目三遊亭円楽を襲名
し、今最も注目されている落語家。日本テレビ｢笑点｣大喜
利メンバーの人気者林家たい平、ゲストにウクレレ漫談牧
伸二が出演します。

假屋崎省吾假屋崎省吾

ブラザーズ・フォア

友の会優先電話予約  　　２月 ９ 日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  ２月11日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ２月13日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

●高嶋ちさ子＆12人のヴァイオリニスト
　～女神たちの響宴～
●高嶋ちさ子＆12人のヴァイオリニスト
　～女神たちの響宴～

日時・会場
４月８日(日)

※入場は就学児以上

午後２時開演／大ホール

Ｓ席  3,800円 (友の会3,500円)
Ａ席  2,800円 (友の会2,600円)

[予定曲目] 
♪エルガー：愛のあいさつ
♪クライスラー：愛の喜び・愛の悲しみ
♪サラサーテ：ツィゴイネルワイゼン ほか

チ ケ ッ ト  全 席 指 定

高嶋ちさ子高嶋ちさ子

※入場は就学児以上とさせていただきます。

●ぜんまいざむらい きぐるみショー



市　　歌
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◆市のホームページで市歌の音
　声データをダウンロードする
　ことができます。
　トップページの「市の概要」
　の中にある「市歌」からお入
　りください。

◆市歌のＣＤを１枚500円で販
　売しています。なお、各種団
　体には無料で配布しますので
　お問い合わせください。

■問い合わせ
　政策推進課政策企画係
　　　　（２３）８７０１
　 http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/



平成２3年度

成人式成人式
平成２3年度

成人式
１月３日、湯津上地区では県内で一番早い成人式が行われま
した。８日には大田原・黒羽地区でそれぞれ開催。大田原地
区461名、黒羽地区130名、湯津上地区42名が出席し、成人
としての誓いを立て、20歳の門出を祝いました。

『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は秘書課広報広聴係　   (23)8700 までご連絡ください

１月８日 黒羽地区
(ピアートホール)

１月８日 黒羽地区
(ピアートホール)

１月３日 湯津上地区(湯津上庁舎)１月３日 湯津上地区(湯津上庁舎)

記念品贈呈
小森美姫さん 代田直之さん
記念品贈呈
小森美姫さん 代田直之さん

目録贈呈
伊藤純平さん
目録贈呈
伊藤純平さん

お礼のことば
舘野翔太郎さん
お礼のことば
舘野翔太郎さん

司会進行
郡司　一さん
司会進行
郡司　一さん

記念品贈呈
墨谷弘樹さん
記念品贈呈
墨谷弘樹さん 

目録贈呈
船田真希さん
目録贈呈
船田真希さん

お礼のことば
佐藤真奈美さん
お礼のことば
佐藤真奈美さん

記念品贈呈
菊池　陵さん 梅原彩茄さん
記念品贈呈
菊池　陵さん 梅原彩茄さん

目録贈呈
穴山陽一さん
目録贈呈
穴山陽一さん

お礼のことば
大森有紗さん
お礼のことば
大森有紗さん

記念事業報告
井上　俊さん
記念事業報告
井上　俊さん

記念演奏
玉川　克さん
記念演奏
玉川　克さん

１月８日 大田原地区
(那須野が原ハーモニーホール)
１月８日 大田原地区
(那須野が原ハーモニーホール)

誓いのことば
栗田麻未さん
誓いのことば
栗田麻未さん

誓いのことば
熊坂眞弓さん
誓いのことば
熊坂眞弓さん

誓いのことば
松浦正之さん
誓いのことば
松浦正之さん

司会進行
星　夏樹さん
司会進行
星　夏樹さん

司会進行
後藤智美さん
司会進行
後藤智美さん

記念事業報告
平山雄大さん
記念事業報告
平山雄大さん

平成24年２月１日号 22

記念事業報告
郡司　大さん
記念事業報告
郡司　大さん
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